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ヘッドライン　見えないものを観る化学
　高校までの化学実験で「見えないものを観る」実験というと，顕微鏡を使ったものぐらい
である。しかし，見えないものを観る方法は顕微鏡に限ったことではなく，X線を使った検
査や，すいかを叩いて購入判断する際も，直接見えないものを観るといった点では同じであ
る。そこで本テーマでは，「見えないものを観る」最先端研究を紹介し，そこで化学が重要
な役割を果たしていることを強調したい。
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次号ヘッドライン 化学教育の観点で見る食品添加物

　東京工科大学は 1986 年に工学部のみの単科大学として開学。それから 30 年余り
で，工学部，コンピュータサイエンス学部，メディア学部，応用生物学部，デザイ
ン学部，医療保健学部に大学院を加えた理工系総合大学へと進化しました。教育・
研究の柱には「実学主義」を据え，社会の変化に柔軟に適応し，先端分野で活躍し
続ける人材を育成しています。キャンパスのシンボルでもある片柳研究所棟では，
充実した研究環境のもと，産官学連携研究を積極的に推進しています。

表紙の言葉　東京工科大学 八王子キャンパス 片柳研究所棟


